


ⅰ設計コンセプトの提案　ⅱ配置計画：建物配置、駐車場、車両動線、周辺住民への配慮等の考え方　ⅳ効率的な人員配置が実現可能な部門配置計画、患者・スタッフ動線計画等の考え方【提案テーマ１】基本計画の整備方針に則した設計コンセプトの提案

松本市立病院建設基本設計業務委託プロポーザル 02

様式9-2(実施要領7(7)、8(2)関係)

配置計画について
街とつながるコンパクトな5階建て地域密着型多機能病院01

部門配置と動線計画について
急性期医療と感染症対応の強化を図り、地域医療に貢献する新病院02 部門配置と動線計画について

分かりやすく働きやすい「ワンフロア外来」03
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ゆとりある車寄せと連続大庇
●市道からの十分な引込み
を確保し、渋滞緩和

●連続した大庇を整備し、身
障者駐車場やバス・タク
シーの乗降スペースも併設

安全で分かりやすい動線計画
●歩車道分離の徹底と目的
に応じて車両動線を分離
した安全で分かりやすい
アプローチを実現

●既存立体駐車場とは1階
歩道と2階渡り廊下で病院
と接続。エレベータも整備

●ゲートバーのない駐車場
管理システムの採用によ
り円滑な通行を確保
既存の立駐の有効利用
●隣接する既存立体駐車場
の1・2階と敷地内を合わ
せて来院者用を254台整
備。既存病院の駐車場も
活用し職員用200台整備

周辺の良好な景観に配慮
●外壁や屋根の色、高さにつ
いては「松本市景観計画」
を遵守し、周辺景観に配慮

市民と病院の絆を深める「HATAガーデン」を創出
5階建てのコンパクトな建物とし、駅に面して街とつながる「HATAガーデン」
を整備。患者・家族や地域住民の心休まる癒しの庭園を整備。

■ 合理的かつ明快なフロア構成
●5階建てのコンパクトな建物
により、関連部門の近接配置
と動線短縮を実現。
●1階：外来診療部門を集約。患
者さんの上下移動を回避し、ス
タッフの効率的な診療を実現。
●2階：腎透析センターとリハビリ
テーションを計画。外来・病棟
の双方からのアクセスに配慮。

■ 外来診療と地域医療をワンス
トップで支援する「波田プラザ」
●1階に総合案内、検査案内セン
ター、患者サポートセンター等を
集約した「波田プラザ」を整備。
●外来・検査や地域医療・福祉
相談・入退院等の患者支援
をワンストップで対応。
●松本市や医師会と連携し、地
域に貢献するフレイル予防セ
ンターを整備。
●図書や情報検索、情報発信
コーナーを整備。医療・福祉・介
護に関する様々な情報を提供。
●各種相談や説明・指導、検査予
約等、多目的に使用できる相
談室を複数整備。30人対応の
外来集団指導スペースも確保。

■ 多目的スペース「波田ひろば」
●講演会・イベント等に幅広く
活用できる「波田ひろば」を整
備。地域との繋がりを強化。

■ 患者・スタッフのプライバシー配慮
●個室化された診察室や相談・
説明室等は防音仕様の壁・扉
とし、安心の受診環境を整備。

■ ユニバーサルデザインの徹底
●外構から建物内、エレベー
タ、サイン、スイッチ高さに
至るまできめ細やかな配慮
を実施。

■ 移動負担を軽減するワンフロア外来
●外来診療部門と健診を1階に
集約し、動線を短縮。
●2本の患者主動線の外来
モールと検査モールを計画。
回遊動線により、分かりやす
く移動負担を軽減。

■ 連携重視の外来診療部門
●機能連携を高めた部門配置。働き
やすさと受診のしやすさを両立。
●中央処置室と化学療法室を
隣接。内視鏡と放射線も隣接
させ、スタッフの迅速な対応
と連携を実現。

■ ユニバーサル外来診察室
●診察室はモジュール化・フ
リーアドレス化し、効率的か
つ柔軟な運用が可能。

■ 予防医学を推進する健康管理センター
●専用出入口を整備。外来・入
院の患者動線との分離に努
め、プライバシーに配慮。

■ 落ち着いた環境の腎透析・リハビリ
●腎透析センターは南側に面
した明るく快適な環境を整
備。リハビリテーションは屋
上リハビリも可能な計画。

■ 救急･発熱外来･総合診療の連携強化
●1階救急初療室・発熱外来、
CT・一般撮影室を隣接配置。
救急・発熱患者を迅速かつ安
全に受入れる環境を整備。
●発熱外来は全て陰圧とし、外
部に直結した診察室や隔離
待合を整備。救急、総合診療
科に隣接させ、連携強化と迅
速な対応を実現。

■ 単独の感染患者搬送動線を確保
●発熱外来と感染症病室を直結
する感染・救急用エレベータを
整備。一般動線と交錯しない
安全で迅速な動線を確保。

●通常時は救急、手術室、一般
病棟を結び救急対応を強化。

●3階：手術関連機能と医局を隣
接。迅速な対応を実現。
●4・5階：病棟で構成。機動力と連
携力を高めた看護環境を整備。

■ 機能別に分けたエレベータ（EV)
●EVは一般、搬送用（スタッフ、配
膳）、サービス、感染・救急用を配
置。効率的な垂直動線を確保。
●採血・採尿と検体検査は小荷
物専用リフトで上下階に直結。

■ 高機能手術室の整備と連携強化
●手術室は各種整形外科手術に
対応できる内法8.0m×8.0mを
基本とし、BCRや陰圧切換え手
術室を整備。
●手術室に中央材料、病理検査、
MEを隣接配置。迅速対応と業
務連携を向上。
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働きやすさを向上

医療需要や社会環境の変化に
対応したサスティナブルホスピタル

ゼロカーボン実現への環境配慮
ライフサイクルコストの低減

急性期医療と感染症対応の強化
分かりやすいワンフロア外来
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近隣への建物の圧迫感
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気軽に安心して来院できる環境を実現
明るく開放的なエントランス廻り。
気軽に安心して来院できる環境を実現

全ての人にやさしい病院づくり方針全ての人にやさしい病院づくり方針
床の微段差の排除
切れ目のない廊下手摺
壁からの突起物の最小化
余裕をもって通過できる廊下幅
階段の点字鋲や滑り止めの設置
体を休める場所を各所に設置
ゆとりある広さの多目的トイレ
受付の隔て板設置・番号呼出し等
によるプライバシー保護
身体の不自由な方への総合案内
でのサポート
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・地域の賑わいの場の創出
・リハビリ庭園や健康増進スペースとして活用
・緊急時の避難場所や防災広場に転用
・パンデミック時の仮設病室やトリアージスペースに活用
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市民の命を守り、医療・福祉・介護の地域連携の拠点となる新病院を実現市民の命を守り、医療・福祉・介護の地域連携の拠点となる新病院を実現

法面対策工事と
調整し緑化等を
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安全な歩道を整備
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域を避けた位置
に計画
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【提案テーマ３】コスト低減およびコストに関連する提案

04

ⅰ イニシャルコストの考え方　　ⅱ ランニングコストの考え方
【提案テーマ２】病院建築としての安全性についての提案 ⅰ感染症対策への配慮　　ⅱ防災（災害時のBCP対応やライフラインへの配慮事項）への配慮事項

松本市立病院建設基本設計業務委託プロポーザル

様式9-2(実施要領7(7)、8(2)関係)

防災（災害時のBCP対応やライフラインへの配慮事項）への配慮事項　
災害時にも医療活動の継続が可能な「ノンダウン病院」を実現09

感染症対策への配慮
「松本モデル」を継承し、平常時の感染症対応から感染拡大時の対応に円滑に移行08 イニシャルコストの考え方

計画的なコストマネジメントでローコスト・高品質の新病院を実現10

ランニングコストの考え方
維持管理・更新コストを抑え、長く使い続けられる施設づくり11

〇〇××

保守・修繕のしやすい計画保守・修繕のしやすい計画

グリーン
ゾーン

非感染
エリア

【陽圧】

イエロー
ゾーン

医療従事者
入退出

レッド
ゾーン

感染症
対応

【陰圧】

非常時途絶: 非常用: 通常用 兼 非常用

衛星
電話

電力 生活水 医療ガス・通信

10日分

電気（医療・照明・通信等）・空調 厨房 上水 雑用水 医ガス確保 通信の確保下水道へ

２回線
受電

発電機
(3日分)

電力電力 市水市水油油
３日分３日分 太陽光太陽光

バイオマス

給湯

通信会社通信会社雨水雨水 各ボンベ各ボンベ
常時7日分常時7日分排水排水木質

ペレット
木質
ペレット

上水 非常用
排水槽

雑用水
受水槽

浄
化
装
置

■ 災害モードへの機能転換
●災害時の敷地・建物の活用方
法を想定し、迅速に災害時
モードに転換可能な計画。
●健康管理センターを軽症、外来
を中等症、救急を重症へと段階
的な患者受入が可能な計画。
●要所に医療ガス・非常用コンセ
ントを整備し、軽症治療に対応。
●3階会議室は災害対策本部、医局
は対策分科会スペースに転用。

■ 大地震時に新病院を守る強固な構造体
●大規模地震の被災後も医療を継続できる耐震性(分類Ⅰ)を確保。
●耐震天井の採用やパネル壁・設備機器の転倒防止策を徹底。

■ 3日間自立可能な設備システム「ノンダウン病院」
●災害時においても医療を継続するため、ライフラインの多重化
と備蓄により、電気・水・医療ガス・通信が3日間途絶えることの
ないバックアップシステムを構築。
●非常事態に迅速に対応するため、継続・復旧させる事業・部署
の優先順位を明確化。

■ 火災時の安全性の確保
●自力避難が困難な患者が多い
病棟は3つの防火区画を設け、
火災時避難の安全性を確保。

■ 迅速な感染対応と安全対策
●感染・救急用エレベータを整
備し、1階救急に併設した発
熱外来（感染）と3階手術エリ
ア、4階感染症病床と直結。
●独立した感染ルートを確保
し、安全で迅速な搬送を実現。
●各感染対応室にはスタッフの
着脱のための前室を配置。

■ 感染拡大時の発熱・救急対応
●感染拡大時は初療室を含む
救急エリアを陰圧に切り替え、
発熱患者の受入れに対応。
●発熱外来出入口の大庇下に
はパンデミック対応エリアを
確保し、医療用テントやドラ
イブスルー検査場が設営可
能な電源・給排水を用意。

■ スタッフの感染を防ぐ3つのゾーン
●感染エリアを3つのゾーンに
明確化し、患者やスタッフ、物
品資材等をワンウェイ化。ス
タッフの感染リスクを低減。

■ 一般個室1室から感染対応へ
●陰圧でHEPAフィルター付の移
動式「感染対策ユニット」を病
室前に設置することで、感染
区画を容易に形成。感染患者
数に合せた病室確保が可能。

■ 感染症病棟の段階的な転換
●感染症病棟は区画扉や可動
間仕切りを予め設置し、6床⇒
18床⇒30床へと段階的に病
床数を転換できる計画。「感染
対策ユニット」を活用し、増床1
室からの柔軟な運用も可能。

■ 安全な空気の流れを構築
●廊下等の共用部を陽圧、病室・
トイレを陰圧とし、ワンウエイ
の空気の流れをつくり、患者・
スタッフの感染リスクを低減。

■ 感染リスクを減らす安全な施設
●自動水栓等、非接触化の促進
や水跳ねの少ない手洗い器、
壁掛け便器等、感染を防止。

■ 施設のライフサイクルを見据えたコストマネジメント
●病院の役割やライフサイクル
コスト等、プロジェクト全体を
俯瞰し、①面積・機能②仕様
③仮設・施工計画④発注方
法の各分野において最適な
コスト配分を提案。

■ コスト検証と第三者的視点によるコスト管理
●各フェイズでコスト検証を実施。社内の品質管理委員会が第三
者的視点で、豊富な実績で培ったノウハウを活かし、VE提案 
内容も含めコスト・品質を総合的にチェック。

■ 常にコストを踏まえた提案により予算超過を防止
●検討課題に対してコストを踏
まえた選択肢を提示。追加要
望に対してはコストアップを
相殺する代替案を提示し、協
議の上コスト増を防止。

■ コンパクト化によるコスト削減
●低層階をシンプルな矩形の平
面形状とし、外装面積を縮減。

■ 土工事の工夫によるコスト削減
●建物をコンパクトにし基礎面
積を抑えることで、工事費の
大きい土工事を低減。
●基礎ピット深さや形状・配置
の工夫で掘削土量を削減。
●地質特性をふまえオープンカット
を採用し、山留の仮設費を削減。

■ 成長と変化に追従する構造・設備
●低層階に分散配置した「メディ
カル設備シャフト」を計画。病棟
階からの横引き配管を最短化。
●外周部にバルコニーやメディ
カル設備シャフトを配置し、改
修や設備メンテ時にも患者エ
リアを経由せずに対応可能。
●設備・電気シャフト等は将来
の機器増設や負荷変化に対
応できるスペースを確保。
●手術・放射線等、重量医療機
器を設置する部門は余力のあ
る床荷重設定とし、医療機器
更新の際の機種変更に対応。

■ 機能に合わせた最適な設備計画によるランニングコストの低減
●比較的安価な電気を主体と
した熱源を用いた効率的な
空調計画を実現。
●高効率空調機器や変圧器を
採用しランニングコストを低減。

■ 機器更新が容易な病室個別空調
●病室を個別空調とし、室外機を
各室バルコニー部に設置。日々
のメンテと機器更新を簡易化。

■ 日々のメンテナンス性の向上
●外周部にバルコニーを設置。窓
清掃や外壁補修が容易な計画。
●清掃性に配慮した材料の選
択と建築ディテールにより清
掃を効率化。
●保守や更新の際の同一部材の
入手が容易な汎用品を採用。
●資格者不要又は定期点検の
簡易な機器を採用し、施設管
理の負担を軽減。

●立下り配管方式や二重床を
採用したフロア内完結の設
備計画を徹底。隣接部門や
上下階の診療機能への影響
なく設備更新が可能。
●配管・配線はエリアごとのゾー
ニングを徹底。点検・修繕時の
部分停電・断水の影響を抑制。

■ 大規模修繕工事の費用負担を軽減
●耐久性の高い防水・外装材の採用や、将来の修繕がしやすい
工法の採用により大規模修繕工事の費用を削減。
●国交省監修の算定プログラムに基づき、竣工後65年間のライ
フサイクルコストを算出。大規模修繕工事を含めた施設維持・
管理費用のロードマップづくりをサポート。

■ 鉄骨造によるコスト削減
●鉄骨造を採用し、現場作業効
率を高め、工期短縮を図り、建
設コストを抑制。

■ ロングスパン架構の採用
●最大14ｍ×15ｍのロングス
パン架構を採用。柱本数の削
減により躯体費用を圧縮。

■ コストを意識した設備計画
●個別空調システムを主体とした
設備計画を採用。病室はバルコ
ニーに機器を設置し、冷媒管の
最短化により配管工事費を削減。
●大温度差送水システムを導
入。配管のサイズダウンによ
り工事費を削減。
●設備シャフトを各階同位置と
し、適正な位置に分散配置する
ことで、配管ルートを短縮化。

■ 汎用品・規格品によるコスト削減
●外装は規定サイズの成型板
や規格品のサッシを採用。コ
スト削減や現場作業縮減に
よる工期圧縮を実現。
●部屋の用途に応じたメリハリ
あるインテリアを計画。色・柄
は共通化を図り、汎用品や規
格品を積極的に採用。
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感染拡大期（30名）感染拡大期（30名）

感染拡大中期（18名）感染拡大中期（18名）感染拡大初期（6名）感染拡大初期（6名）

防護具脱衣

防護具脱衣

感染
EV

感染
EV

感染
EV

準備
防護具着用

準備
防護具着用

準備
防護具着用

凡例凡例

ワンウエイの空気の流れワンウエイの空気の流れ

：感染患者動線：感染患者動線

SSSS

給気給気 排気排気

⊕⊕⊕⊕ ⊕⊕ ⊖⊖ ⊖⊖⊖⊖
廊下廊下 病室病室 WC

汚物
WC
汚物

：スタッフ動線：スタッフ動線
：空気の流れ：空気の流れ

1F1F

屋外屋外

3F3F

2F2F

平常時平常時 災害時災害時

エントランスエントランス 二次トリアージ二次トリアージ

患者受入（重症）患者受入（重症）

外来外来

医局医局 対策分科会対策分科会

リハビリリハビリ 観察エリア観察エリア

会議エリア会議エリア 災害対策本部災害対策本部

波田ひろば波田ひろば

波田プラザ波田プラザ

大庇下大庇下

救急部門救急部門

立体駐車場（既存）立体駐車場（既存）

患者受入（軽症）患者受入（軽症）

ボランティア待機ボランティア待機

DMAT支援隊本部DMAT支援隊本部

一次トリアージ一次トリアージ

健診管理センター健診管理センター

患者受入（中等症）患者受入（中等症）

物資保管物資保管

水平避難による火災時の安全確保水平避難による火災時の安全確保

2階

1階

災害
テント

3 階

災害時の機能転換

避難

避難 防火区画防火区画

安全
区画

火災
発生

バッファ
ゾーン

感染症病床
（6床）

手術

発熱外来

ドライブスルー検査

迅速な感染対応

感染拡大時の対応

感染対策ユニット

人・モノをワンウェイ化

感染･
救急用EV

1階

3階

4階

感染症対策のサポート例感染症対策のサポート例
AI体温検温システムの採用
エレベータ等非接触ボタンの採用
セミオープンカウンターの採用
（ビニルカーテン着脱用レールの設置）
リモート面会システムの導入
オンライン診療拡大のための設備強化
非接触診療可能なAIスピーカー等採用
抗ウイルス性仕様の素材採用

①
②
③

④
⑤
⑥
⑦

【救急】
（重症）
【救急】
（重症）

【エン 】
二次 トリアージ
【エントランス】
二次 トリアージ

【 】
(軽症)

【健康管理】
(軽症)

【外来】
(中等症)
【外来】
(中等症)

マンホールトイレマンホールトイレ

【駐車場】
自衛隊活動
【駐車場】
自衛隊活動

【波田プラザ】
DMAT

【波田プラザ】
DMAT

【リハビリ】
観察エリア
【リハビリ】
観察エリア

厨房厨房

透析透析

【会議エリア】
災害対策本部
【会議エリア】
災害対策本部 【医局】

対策分科会
【医局】
対策分科会

【波田ひろば】
ボランティア
【波田ひろば】
ボランティア

【大庇下】
一次

トリアージ

【大庇下】
一次

トリアージ

災害時一部稼働

災害時一部透析可能

シンプルな
形状の低層階
シンプルな
形状の低層階
シンプルな
形状の低層階

ピット深さを抑え
掘削土量を低減
ピット深さを抑え
掘削土量を低減
ピット深さを抑え
掘削土量を低減

オープン
カット
オープン
カット
オープン
カット

低層部の
コンパクト化により
基礎面積を抑制し
土工事を低減

低層部の
コンパクト化により
基礎面積を抑制し
土工事を低減

低層部の
コンパクト化により
基礎面積を抑制し
土工事を低減

スラブ200㎜下げ
スラブ上で配管を
横引きする計画

スラブ200㎜下げ
スラブ上で配管を
横引きする計画

スラブ200㎜下げ
スラブ上で配管を
横引きする計画

バルコニーから
直接メンテナンスが
可能

バルコニーから
直接メンテナンスが
可能

バルコニーから
直接メンテナンスが
可能

メディカル
設備シャフト
メディカル
設備シャフト
メディカル
設備シャフト

病室  室外機病室  室外機病室  室外機

山留山留山留

・柱、梁とも
  鉄筋コンクリート造

・柱、梁ともに鉄骨で
構成する構造

躯体躯体

外壁外壁

内装内装

設備設備

・低価格で高品質な成型板の採用
・工業生産品による人件費抑制
・ 開口部の適正配置と均一化

・基礎構造の面積縮小
・経済的な構造計画
・床トラス付デッキ採用
・適正な階高設定

設計設計 ・コストマネジメントの徹底

・配管ルートの短縮化
・規格品の採用
・ユニット化製品の採用
・個別空調方式の採用

・乾式間仕切壁の採用
・プレカット工法の採用
・汎用品・普及品の採用
・メリハリのある内装計画

手法手法項目項目

※VE提案：品質を損なうことなくコストを低減する手法

VEVE
工事予算工事予算

コストコスト コストコスト コストコスト コストコスト

超過超過 超過超過

変更コスト
の見える化
変更コスト
の見える化

VE提案による
建設費増の防止
VE提案による
建設費増の防止 工事予算

への合致
工事予算
への合致

追加
変更
要望

追加
変更
要望

ＶＥ
提案
等

ＶＥ
提案
等

適切なコスト配分

建設費建設費

VE提案による予算超過の防止

機能性と経済性を両立した構造計画機能性と経済性を両立した構造計画

①面積・機能

③仮設・施工計画

②
仕
様

④
発
注
方
式

無柱空間無柱空間無柱空間

無柱空間無柱空間無柱空間

光熱水費を抑える具体的手法光熱水費を抑える具体的手法

・自然通風による中間期の空調 負荷低減      
・外壁、屋根の高断熱化
・空調システムの高効率化
・LED照明の全面採用
・照度の適正化、昼間・人感センサーの採用
・節水器具・節水装置の採用

下階天井内
工事が必要
下階天井内
工事が必要

機器変更可能な床荷重機器変更可能な床荷重

メディカル設備シャフトメディカル設備シャフト

余力ある荷重設定余力ある荷重設定

排水排水

給水
給湯

給水
給湯

立下り配管方式通常計画

通常運営

フロア内完結の設備計画フロア内完結の設備計画

排水排水

機器
（軽量）
機器
（軽量）

機器
（重量）
機器
（重量）

機器変更前機器変更前 機器変更後機器変更後

工事エリア
（下階に影響あり）

工事エリア
(フロア内完結 )

長寿命
高耐性
長寿命
高耐性

・長寿命LED照明の全面採用
・耐久性の高い材料を選択

・点検や管理に手間のかからない
  ヒートポンプ空調方式の採用
・将来設備増設スペースの確保
・配管・配線の適切なゾーニング区分
・資格者不要、省メンテナンス機器採用

建築計画
の工夫
建築計画
の工夫

設備計画
の工夫
設備計画
の工夫

・ワックスフリー床材の採用
・拭き掃除可能な壁紙の採用
・清掃しやすいディテール
・壁掛け型の便器を採用

清掃性
への
配慮

清掃性
への
配慮

・汎用品・規格品機器の採用
・維持・保全・修繕のためのメンテ
  ナンススペースや動線の確保

建物コンパクト化によるコスト削減

掘削土量・仮設費を削減
一般工法 今回提案

コ
ス
ト

コ
ス
ト
評
価
評
価

特
徴
特
徴

鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 鉄骨造鉄骨造

・ロングスパン化にはプレ
ストレスト造とする必
要があり工事費が増加

・ロングスパン化に
より工事費を抑制

感染
救急
EV

救急

医療用
テント

発熱
総合
診療

CT一般

救急
感染 疑似
▼ ▼▼

給水

衛生

空調

熱源

電源

非常
電源

情報・通信

エレベータ
給食

医療
ガス 備蓄倉庫

・非常電源対応の電気方式とし、
　ペレットボイラーと油の併用・厨房器具は電気式とし、災害時

　に非常電源対応
・各ボンベに常時7日分以上確保
・エントランスに酸素、吸引アウトレット整備 ・食糧の備蓄を3日分確保

・異なる変電所からの2回線受電

・光、メタル、防災無線による多重化

・節水型便所の採用
・屋外に仮設マンホールトイレの設置

・非常用排水槽の設置

・自動診断復旧対応

・非常電源対応の電気システムを採用

・雑用水受水槽に３日分備蓄
・上水・雑用水の2系統給水
・機器の複数台設置により
　故障時に対応

・非常用発電機により
　契約電力の80％を確保
・給水不要な非常用発電機を採用
・油燃料の備蓄を３日分以上確保
・エントランス等への非常用電源
　コンセントの設置
・無停電電源装置による電源の確保

排水

14ｍ×15ｍの
ロングスパン
14ｍ×15ｍの
ロングスパン
14ｍ×15ｍの
ロングスパン

1床室1床室

居室居室

WCWC

WCWC

PSPS

PSPS

1床室1床室



【提案テーマ４】地域を支える役割を果たせる病院づくりの提案 ⅰ 現病院跡地利用についての提案　　ⅱ その他の提案：地域活性化を促進する提案など
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【提案テーマ３】コスト低減およびコストに関する提案様式9-2(実施要領7(7)、8(2)関係) ⅲその他の提案：地域資源を活用した提案など

地域資源を活用した提案
松本市の歴史・文化・自然を取り入れた地域に寄り添う病院12

外観パース

現病院跡地利用について／地域活性化を促進する提案
多世代の人々が集い、交流できる新たな賑わいの拠点づくり～「健康・福祉」と「3ガク」がつながる「メディカル・パークHATA」13

まちエリア学びエリア

まちエリア学びエリア

宿泊エリア福祉エリア

福祉エリア

1階

2階

3階

4階

5階

厨房・備蓄倉庫・機械室

一般用高齢者住宅用 スタッフ用

断面構成イメージ

▲

▲

主
玄
関

松本市街地

N N

地場産材地場産材 松本紬松本紬松本てまり松本てまり 松本民芸家具松本民芸家具

厨房厨房

病児保育病児保育病児保育病児保育病児保育病児保育

多目的多目的

多目的多目的

研修研修

教室教室 教室教室

教室教室教室教室 教室教室

WCWC WCWC

倉庫倉庫

管理管理

会議会議会議会議 会議会議

キッチン
スタジオ
キッチン
スタジオ 直売所直売所

子育支援子育支援
工作スタ工作スタ 貸スタ貸スタ

貸
スタ
貸
スタ

工作スタ工作スタ

屋外遊戯屋外遊戯
屋内遊戯屋内遊戯屋上屋上 ライブラリーライブラリー

フィットネスフィットネス

ラウンジラウンジ
屋上屋上

屋上屋上

食堂食堂

受付受付

宿泊宿泊

居室居室

居室居室居室居室

ラウンジラウンジ

ラウンジラウンジ

ラウ
ンジ
ラウ
ンジ

ラウンジラウンジ
デイサービスデイサービス

デイサービスデイサービス デイケアデイケア デイケアデイケア

ラウンジラウンジ

ラウンジラウンジ

宿泊宿泊 宿泊宿泊
宿泊宿泊

居室居室

管理管理

管理管理

WC・浴室・ 洗面WC・浴室・ 洗面

WC・浴室・ 洗面WC・浴室・ 洗面

WC・浴室・ 洗面WC・浴室・ 洗面

WC・浴室・ 洗面WC・浴室・ 洗面 WC・ 洗面WC・ 洗面 管理管理倉庫倉庫
大広間大広間

趣味趣味
屋上庭園屋上庭園

大浴場大浴場

貸スタ貸スタ貸スタ貸スタ 中央広場中央広場工作スタジオ工作スタジオ

研修研修

備蓄倉庫備蓄倉庫

備蓄倉庫備蓄倉庫備蓄倉庫備蓄倉庫

倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

防災倉庫防災倉庫池池
機械機械

機械機械

機械機械

機械機械
機械機械

機械機械
機械機械

中庭中庭

「県産材」の木のぬくもりと「松本紬」をサインカラーに採用したエントランス・総合待合「県産材」の木のぬくもりと「松本紬」をサインカラーに採用したエントランス・総合待合

松本市の歴史と文化を感じさせる親しみやすい病院

周囲の山並みに呼応するファサードデザイン

屋外設備

研修室・会議室

教室・ライブラリー

防災倉庫・機械室

まち凡例

EV凡例

学び 福祉 宿泊

駐車場

高齢者住宅

高齢者住宅（大浴場・大広間） 青少年・登山客宿泊施設（感染・酸素）青少年・登山客宿泊施設（感染・酸素）

介護予防（デイサービス・デイケア等）介護予防（デイサービス・デイケア等）

子育支援子育支援

工作スタジオ工作スタジオ
貸ギャラリー貸ギャラリー 直売所・キッチン・食堂直売所・キッチン・食堂

フィットネス・遊戯室フィットネス・遊戯室貸スタジオ

貸スタジオ

貸スタジオ

貸スタジオ

地域外の登山客・青少年宿泊施設
（感染者用ホテル / 病室）

感染拡大時には療養室となり、酸素ステーションとしても
利用可能。無症状患者や拡大時感染患者に対応。

介護サービス付き有料老人ホーム、サ高住等を設置。
介護サービスや治療を行い、病院と連携。

❶高齢者住宅
❷デイサービス / デイケア

サラダ街道近辺で採れたての野菜を売り、地域活性化に貢献。
身体に良い産地の野菜や果物を用いた食育の推進。
産地の食材を用いて健康食を提供。
気軽に運動できる環境を整備。健康増進をサポート。
児童が集いコミュニティの促進。

伝統工芸品を気軽にふれられる場。

演奏を行うスタジオ（1階中央広場で演奏会可能）、
工房のようなアトリエを整備。
地域の子育て支援センターや学童などの拠点とし、子育て
しやすいまちを促進。

❶直売所
❷キッチンスタジオ
❸食堂
❹フィットネス
❺遊戯場（屋根のある公園）
❻貸しギャラリー
　（工作スタジオの作品展示・販売）
❼貸しスタジオ
　（防音 / 水廻り整備）
　子育て支援センター

松本市の文化を継承し、山岳への興味を促進。

子供が松本市の自然に興味を深めるための教育システム。

脱炭素のモデル地区を目指すための教育プログラム。

市内外の人 と々の交流を促進。

主に松本市に関する図書を蔵書し、土地の文化を学ぶこと
で地域への意識を促進。

❶山岳ガイド育成学校
❷自然学校、田園体験施設
　（小・中学校との連携）
❸再生エネルギー教育研修期間
❹キャンピング、グランピング施設
　（西側庭園・池周囲）
❺ライブラリー

管理管理
食堂食堂

管理管理倉庫倉庫

院内保育院内保育

管理管理管理管理管理管理

立体駐車場とつながる
渡り廊下（2階接続）
立体駐車場とつながる
渡り廊下（2階接続）

ルーバーを使用して
北アルプスの山並みを再現
ルーバーを使用して
北アルプスの山並みを再現

貸ギャ
ラリー
貸ギャ
ラリー

■ 松本市の伝統工芸や県産材
を取り入れた親しまれる病院
①HATAガーデンは「松本てま
り」の柄をモチーフに、市民に
親しまれる癒しの場を創出。
②ヒノキ・カラマツ等の地場産
材をカウンターの一部に採用
し、地産地消を実現。「松本民
芸家具」の設置も検討。
③案内サインは落ち着いた色合
いの「松本紬」をモチーフとし
たアクセントカラーを提案。

■ 地域企業との協働を検討
●松本市や長野県内の優れた多
くの企業特性を把握。地元発
注率の向上等、地域と共につく
る病院を推進。
●長野県産木材を内装材等に活
用する等、松本広域森林組合
との協働も検討。

波田地区は、北アルプスの上高
地や乗鞍高原の玄関口であり、
北アルプスの雪解け水が流れ
る梓川によってつくられた段丘
のあるまちです。
四季折々の美しく色鮮やかな
自然と長い歴史の遺産が残る
まちに寄り添い、地域と共に
歩む病院づくりを心がけます。
■ 地域に寄り添う新たな病院
●松本城や城下町の街並み等、
歴史と文化を感じさせる外観
をまとった新病院を提案。

●白いバルコニーのシャープな
水平ラインとモノトーンの落ち
着いた外壁の組み合わせによ
り、先進性と地域性を融合さ
せた外観デザインを提案。

■ 周辺施設と連携した
新たな街づくり
●波田駅周辺に点在
する介護福祉、子
育て支援、学童、公
民館、学校等の公
共施設との連携を
取りながら、新た
な健康と福祉の
ネットワークを構築。

■ 跡地利用に関する＋αの提案
●波田地区では「松本市波田駅周辺地区再生可能エネルギー等導
入検討」に向けての事業が推進されています。
●検討案として、現病院を地域における「環境配慮型エネルギーセ
ンター」として再整備し、地域活性化の一翼を担う施設とすること
を提案します。太陽光、バイオマス、CGS、蓄電設備等のハード面を
提供し、脱炭素社会に向けた新たな取り組みを提案します。

・総合案内、総合受付、外来受付が　　
ひと目で分かるエントランスホール
・松本ギャラリーを2階整備。地域の写
真や絵画、芸術品等を気軽に鑑賞

メディカル・パークHATAと周辺施設との
　　　ネットワークを構築し、施設間交流を促進

5つのケーススタディを踏まえ、新耐震構造である既存建物を有
効活用し、「健康・福祉」と「3ガク」がつながり地域活性化を担う
賑わいの拠点「メディカル・パークHATA」を提案します。

北アルプスや周辺の美しい山並み
に呼応する屋根を設置

既存病院と同じ色みの屋根とし、
地域の記憶を継承

北アルプスの山並みを
木ルーバーで再現

　地場産材「カラマツ」をカウンター
の一部に採用

　「松本てまり」の柄をモチーフにデザイン
した癒しの場 「HATAガーデン」

研修室、会議室、教室は、災害時の避難場所として機能。１階
には地域の防災倉庫や備蓄倉庫、非常用発電機を整備し、厨
房を利用した被災者支援を検討

緑豊かな環境のもと、高齢者住宅を整備。病院と連携が容易
なデイケアやデイサービスを整備。「まち」「学び」を訪れた子供
たちとのふれあいを誘発

研修室、会議室、教室を整備。新病院の研修にも利用可能で
あり、3ガクを学び、脱炭素社会への取組みや健康・福祉の
学びの場を創出

エントランス付近に「まち」をイメージした「たべる」、「つくる」、
「かなでる」、「あそぶ」の4つのアクティビティを整備。市内外
の人々が気軽に立ち寄れ、多世代間の交流の場を創出

■ 地域活性化を促進する「まち」・「学び」・「福祉」・「宿泊」の4機能
●メディカル・パークHATAは「まち」、「学び」、「福祉」、「宿泊」の4つ
の機能で構成。人々が集い、賑わいにあふれた交流の場を創出。

福祉の機能

まちの機能

学びの機能

宿泊の機能

　「松本紬」をモチーフにした
サインカラーを採用

庭園周辺はキャンピング・
グランピング場として活用 中央広場のステージで

演奏が可能

既存の別館の１階を
病児保育所として活用

既存の別館の2階を
保育所として活用

屋上庭園はふれあいの場
として活用

※１：松本市観光パンフレットより※１ ※１

▲

メディカル・パークHATA

松本大学
子育支援センター

老健施設

老健施設

老健施設

波田小・中学校

公民館

公民館

保健センター
波田駅周辺

新病院

既存建物を活用し再整備

計画の具体化に向けて重視したポイント

整備方針

導入する機能

医療・福祉・3ガクを核とした
多様な世代が交流できるまちづくり

社会背景
リノベーション 松本市の政策

周辺施設との連携
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1
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■ 1階 ■ 2階

■ 3階

■ 4階

■ 5階

主玄関

駐車場

・高 齢 者 福 祉
・子 育 て 支 援
・ 健 康 増 進
・ 交 流 促 進

・ 宿 泊 施 設
・ 研 修 施 設
・ 防 災 安 全

○

既存建物を解体する場合既存建物を解体する場合 既存建物を利用する場合既存建物を利用する場合

地域内外地域内外 病院職員病院職員 地域内地域内 地域外地域外 地域内外地域内外

A案
・親水公園
・発電設備

職員用駐車場
に一体整備

・高齢者福祉
・健康増進
・生活利便

・研修、教室
・宿泊

・高齢者福祉
・健康増進
・研修、教室
・宿泊

B案 C案 D案 E案（本提案）

◎
◎
◎

◎

◎
○
○

○
○○

◎◎ ○○○

○ ○
○△

△
△

用 途

コ ス ト

利 用 対 象 者
地 域 活 性 化
多 世 代 交 流

３ ガ ク 体 験
病院との連携

「3ガク」の体験・学びの場
松本市の豊かな自然と歴史・文化・芸術が

織りなす魅力の発信拠点

「健康・福祉」を核とした拠点
「健康寿命延伸都市・松本」をサポート

市内外の多世代の人々の交流が生まれ、
賑わいにあふれた、次世代につながる
魅力ある街づくりをサポート

市内外の多世代の人々の交流が生まれ、
賑わいにあふれた、次世代につながる
魅力ある街づくりをサポート

「メディカル・パークHATA」

■ 基本方針

（まちの機能）

宿泊施設は公共施設として青少年の家や登山客宿泊を想定。
近隣の小中学校や市内外の利用を想定。公共化することで、
感染拡大時の緊急利用が可能

地域防災機能


